
生産現場と消費者をつなぐ
生物多様性を育む農業支援のための仕組みづくり

河北潟からの挑戦

生物多様性国家戦略を考えるフォーラム
2021年3月22日

河北潟湖沼研究所
高橋 久



【河北潟における生物認証米 企画の概要2013】

１．無農薬圃場に生きものがいることを示す調査

→ ブランド化への価値づけ

２．やればできるよ、楽しいよ、を示す実践

→ 賛同農家の獲得

３．売れるよ、を示す販路開拓

→ 事業へ参加する農家の獲得

４．認証米のブランド化・新しい指標づくり

→ カメムシ防除農薬散布廃止のための波及効果

ハッタミミズ



先行する取り組み



エコプロダクツ2013



2014年から

ハッタミミズを食べるユリカモメ



私たちが目指すもの
・田んぼトレーサビリティに基づく生物多様性認証米
による生物多様性を守る河北潟の稲作の実現

活動を成功に導くカギ
・農家の参画と生物多様性認証米づくりをサポート
する市民

・環境を守る付加価値を認めてもらえる消費者
ハッタミミズ糞塊



農家とNPOの協働「生きもの元気米」

農薬の空中散布をしない
畦で除草剤を使わない

農家

河北潟湖沼研究所

田んぼごとに生きもの調査
生きもの元気米認証





田んぼトレーサビリティ

どの田んぼでお米を作ったかわかる！



田んぼ一枚ごとに生きもの調査

生きものを通して田んぼの環境がわかる！



2015年12月 エコプロダクツ展 田んぼ人間の展示







【成果として求められること】

１．農薬と生物との関係の科学的な裏付け

→ 長期無農薬・短期無農薬・慣行（農薬使用）圃場の比較

２．地域における兼業農家の存続

→ 農に関わる人口を維持、増加させる必要性

生物生息空間としての順応的管理の実施

３．確実な農薬フリーエリアづくり

→ 持続可能性、生物多様性が実現される地域

自由な農家の実現



2019年スィ―ピング調査
慣行農法水田

2019.8.4.（空中散布後）

害虫のウンカ類が
空散後しばらくして急増した。

2019.7.28.（空中散布前）

2019.8.18.



2019年スィ―ピング調査・無農薬水田

2019.8.4.
（空中散布後）

ウンカ類は増えたが

慣行にくらべたら少ない。
クモ類が多かった。

2019.7.28.（空中散布前）

2019.8.18.



2019年市民参加型
スィ―ピング調査の結果

8月18日の慣行の田んぼでは、
害虫のウンカが非常に多かった。

セジロウンカ 14匹
セジロウンカモドキ 90匹
ヒメトビウンカ 25匹
ヨコバイ（幼虫） 1匹



クモ類のサイズ
（体長）



2021年3月28日 14：00～17：00

参加無料
下記申込フォームよりお申込みください。
https://www.secure-
cloud.jp/sf/1526975149YDHvMVHH



生きもの認証システムの確立・浸透
→田んぼ毎の調査をしている事自体が安全・安心につながった

トレーサビリティのシステムの整理
→見える化、パッケージごとの管理は有効、ただし非常に労力がかかる

多層的な販売ルートの確保
→ネット販売は時間ととともに成果拡大、NGOとの連携キャンペーン有効

消費者が参加する米づくりのコンセプトの確立
→ネオニコフリーエリア拡大へ参加する消費者の意識が確認された

生きもの元気米を拡大するために
→ 小規模でやれる農業の障害の一つが在庫管理

→ 自分で販売する農家は少なく農協・問屋以外の独自販路がない

→ 農家の高齢化・孤立化、後継者不足、筆ごとの管理が複雑

得られた知見と課題

小規模農家の自立のための補助制度の充実




